
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安 平 町 総 合 計 画 ２ 次 第 
 

後 計 期 画 基 本 

ABIRA 2023⇒2026 

｢将来にわたって子どもの声が地域に響き、若者・子育て世代で賑わうまち｣の実現 

（案） 

概要版 

将来像 
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  将来像 
重点プロ
ジェクト 

政策分野 基  本  施  策 

 
 

行
財
政 

 
 

運 

営 

 

情報共有と知名度向上につながる発信力の強化 
  

町民に信頼される開かれた組織づくりの強化 
  

将来を見据えた行財政運営の推進 

 

 
 

生
活
環
境･

生
活
基
盤 

 

豊かな自然環境・美しい景観の保全と活用 
 

資源循環型社会の構築 
 

効果的な土地利用の推進 
 

住民生活を支えるインフラ整備の推進 
 

多様なニーズに対応した住環境の整備 
 

職住近接を目指した移住・定住対策の推進 
 

持続可能な地域公共交通の確立 
 

安全・安心な住民生活の実現 

 

 
 

経
済
・
産
業 

 

持続可能な農林業の振興 
 

恵まれた立地条件を活かした企業誘致の促進 
 

産業振興と雇用・就労対策の促進 
 

公民連携による回遊・交流事業の促進 
 

交流人口の拡大と連動した商業の活性化 

 

 

人 

づ 

く 

り･ 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 

地域コミュニティ活動の活性化の推進 
 

多様な主体と行政による協働のまちづくりの推進 
 

将来のまちづくりを担う人材の育成 
 

芸術文化の振興と文化財の保護・活用 
 

生涯スポーツの振興 
 

平等と多様性を尊重した社会づくりの推進 
 

地域間交流・国際交流の推進 

 

 
 

子
育
て
・
教
育 

 

地域で子どもを産み育てられる環境づくりの推進 
 

子どもが安心して遊び・学べる環境づくりの推進 
 

夢と希望を実現する力を育む学校教育の充実 
 

地域と連携した追分高等学校の魅力づくりへの支援 
 

家庭・地域の教育力の強化 
 

まちへの愛着と誇りを育む「ふるさと教育」の推進 

 育
て
た
い 

暮
ら
し
た
い 

帰
り
た
い 

み
ん
な
で
未
来
へ
駈
け
る
ま
ち 

チ
ー
ム
あ
び
ら
「
安
心
・
平
和
な
生
活
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

Ⅱ 

Ⅵ 

 
 

健
康
・
福
祉 

 

町民との連携・協働による健康づくりの推進 
 

地域医療体制の確保 
 

支え合いと助け合いによる地域福祉の推進 
 

共生社会の実現に向けたしょうがい者福祉の推進 
 

シルバー世代が活躍できる社会の推進 
 

社会保障制度の充実 

Ⅰ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

第２次安平町総合計画の体系図 
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第２次安平町総合計画 後期基本計画における主な取組み・事業 
 

政策分野Ⅰ 子育て・教育 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

基本施策１ 子育て支援 

後期基本計画における新たな動き 

「子どもにやさしいまちづくり事業」実践自治体とし

て、子どもの社会参画を保障する活動機会のさらなる充

実や「（仮称）子ども教育環境条例」の制定、高校生まで

の医療費無償化における所得制限の見直しによる対象者

の拡充、保育料等の軽減を継続しながら、子育て世代の

経済的負担を軽減し、安心して子育てができる環境の整

備を図ります。 

主な取組み・事業 

 「（仮称）子ども教育環境条例」の制定 

 日本型 CFCI 実践事業 

 「子どもにやさしいまちづくり事業」実践自治体と

して、子どもの社会参画を保障する活動機会の充実 

 子ども医療費無償化の独自拡充の継続、所得制限の

見直しによる対象者の拡充 

基本施策２ 就学前教育 

後期基本計画における新たな動き 

医療機関や認定こども園との連携協力、体制構築など

の協議検討を行いながら、かねてより要望のある病児病

後児保育の環境整備を検討していきます。 

 

主な取組み・事業 



サービス等の継続実施 

 病児病後児保育の環境整備の検討 

 子ども・子育て支援事業常勤職員の処遇改善事業 

基本施策３ 学校教育 

後期基本計画における新たな動き 

地域住民や地域団体等と学校との連携協力体制である

地域学校協働本部の設置や「地域プロジェクトマネージ

ャー」の導入のほか、地域に開かれた学校づくりを目指

し、早来地区義務教育学校『安平町立早来学園』の開

校、「みんなの学校の丘」における官民連携による整備や

取組みなどを行っていきます。 

「あびら教育プラン」の効果や実効性を踏まえつつ町

内全ての小中学校において教育課程への位置付けをしな

がら展開を図っていきます。 

閉校となる遠浅・安平小学校の跡校舎・跡地活用につ

いても、地域との方策検討をはじめ、地域住民の理解を

得ながら施設の活用方策を決定していきます。 

主な取組み・事業 

 地域学校協働本部の設置 

 地域プロジェクトマネージャーの導入 

 [復]早来中学校の再建による早来地区義務教育学校

『安平町立早来学園』の開校 

 官民連携による「みんなの学校の丘」整備や取組み 

 ICT 機器、デジタル教材等の教育環境の整備 

 あびら教育プランによる学習機会の提供と教育課程

への位置づけ 

 中学校部活動指導員配置事業及び総合型地域スポー

ツクラブと連携した地域移行の検討 

基本施策４ 追分高等学校 

後期基本計画における新たな動き 

追分高等学校への給食提供を行っていきます。 

また、他の小規模校との差別化を図る取り組みとし

て、大学生と連携したカタリバの取組みを発展させるな

どの取組みを検討しながら、存続支援協議会など地域一

体となって、学校存続及び入学希望者の確保に取り組み

ます。 

 

主な取組み・事業 

 安平町誘致企業会等と連携した町内雇用体制の確

立、就労支援懇話会の開催 

  

 給食提供の実施 

基本施策５ 家庭教育 

後期基本計画における新たな動き 

児童館・放課後児童クラブにおいて、利用者増加に伴

い、保育等支援員の新たな加配や、活動スペースの狭小

を解消するための方策を検討していきます。また、国が

処遇改善を行う保育士等と均衡を図るため、一時預かり

保育及び地域子育て支援拠点事業に係る職員の処遇改善

を行っていきます。 

 

主な取組み・事業 

 児童館・放課後児童クラブの安定的運営に係る支援 

基本施策６ 青少年教育 

後期基本計画における新たな動き 

「遊び・学び・挑戦」をキーワードとした『あびら教育プラン』を総合学習などの教育課程に位置付けながら、より新

たな知見で専門的な学習機会を提供するなど、知的好奇心や探求心を高められるような展開を図るとともに、幼児・児童

向けのスケート教室など、事業連携協定等による民間活用と連携により、スポーツに触れる機会の創出を図ります。 

主な取組み・事業 

 あびら教育プランの推進  ◆トップアスリート支援対策を含めた文化・スポーツ大会助成事業 
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第２次安平町総合計画 後期基本計画における主な取組み・事業 
 

政策分野Ⅱ 人づくり・コミュニティ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

基本施策１ 地域コミュニティ 

後期基本計画における新たな動き 

地域コミュ二ティの維持存続や再生に向けて、地域課

題の共有と解決に向けた取組みを展開する地区別計画を

安平地区に続いて遠浅地区においても策定を進めていき

ます。 

主な取組み・事業 

 地域サポート制度の取組み推進 

 地域課題の解決に向けた地区別計画（協働実行プラ

ン）の策定と実行 

 町民の自主的なまちづくり事業への支援 

基本施策２ 協働のまちづくり 

後期基本計画における新たな動き 

地域おこし協力隊やそのインターン制度、集落支援員

など町内外の多様な人材を導入するとともに、地域活性

化起業人や地方創生アドバイザー、地域プロジェクトマ

ネージャーなど民間連携による地域力の維持と底上げに

向けた取組みを展開していきます。 

 

主な取組み・事業 

 夢の実現や地域課題に挑むチャレンジャー育成・風

土づくり（あびら教育プラン「ABIRA Talks」） 

基本施策３ 生涯学習・社会教育 

後期基本計画における新たな動き 

遊び・学び・挑戦をキーワードとした教育プログラム

「あびら教育プラン」を通じて、学び続ける生涯学習社

会の実現を目指すとともに、町内外の人々による挑戦が

次々と生まれる環境づくりを進め、まちづくり全般にお

いて挑戦者を受け入れる機運を醸成していきます。 

早来公民館は災害時の避難所・支援活動機能や運動

場・合宿施設機能を兼ね備えた複合施設として大規模改

修を行っていきます。 

 

主な取組み・事業 

 あびら教育プラン推進事業 

 あびら起業家カレッジ事業 

 各公民館の改修整備事業（空調・冷房等） 

 ［復］避難所や運動場等の機能を兼ね備えた早来公

民館（町民センター）の施設整備 

基本施策４ 芸術・文化 

後期基本計画における新たな動き 

鉄道資料のデジタルコンテンツや、日本遺産「炭鉄

港」の構成文化財であるＳＬ車両、キハ 183 車両など

貴重な資料や文化財は体験や学びの推進に必要な整備を

行いながら、魅力発信と知名度向上・交流人口拡大、そ

して、鉄道文化の継承（むかし）石勝線や室蘭線の活性

化（いま）につなげていきます。 

主な取組み・事業 

 ＳＬ車両や鉄道資料を活用した知名度向上・交流人口

拡大・鉄道文化の継承と活性化 

 鉄道資料館整備事業（鉄道資料館の施設運営、 

SL 車両管理、ミニ SL 運行等） 

基本施策５ スポーツ振興 

後期基本計画における新たな動き 

「健康寿命延伸事業」の実施にあたっては、スポーツ

センターの指定管理者や地域連携協定企業などと連携し

ながら、町民が身近にそして気軽に運動やスポーツがで

きる機会の充実に取り組みます。 

中学校部活動外部指導員の導入など、今後本格化する

学校部活動の地域移行に向けて、総合型地域スポーツク

ラブ等との連携を図るなどの取組みを進めていきます。 

使用者が少ない状況で管理を続けている遠浅グラウン

ドについては、他の利用価値が期待できることから、関

係機関や地域住民の理解を得ながら、廃止に向けて協議

を進めます。 

主な取組み・事業 

 スポーツ団体等と連携した各種教室やスポーツイベ

ントの開催 

 健康寿命延伸事業 

 遠浅グラウンドの廃止協議 

基本施策６ 男女共同参画 

後期基本計画における新たな動き 

安平町男女共同参画基本計画の改訂や地域のモデル事

業所となるよう平成 27 年度に策定した安平町次世代育

成支援対策・女性職員の活躍の推進に関する特定事業主

行動計画を推進し、各種審議会等での女性委員登用、男

女共同参画に伴う相談体制の確保などに取り組みます。 

主な取組み・事業 

 安平町男女共同参画基本計画の改訂、関連計画に基

づく事業の推進 

基本施策７ 交流 

後期基本計画における新たな動き 

町民投稿型の番組制作など、方法を工夫検討しなが

ら、あびらチャンネル等による地域間の情報交流を推進

するとともに、道内の安平町出身者や関係者による

「（仮称）北海道あびら会」の発足検討を行い、様々な

まちづくり分野の発展へとつなげていきます。 

主な取組み・事業 

 あびらチャンネル等による地域間の情報交流 

  
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第２次安平町総合計画 後期基本計画における主な取組み・事業 
 

政策分野Ⅲ 経済・産業 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

  

基本施策１ 農林業 

後期基本計画における新たな動き 

国が策定した「みどりの食料システム戦略」において

環境負荷の低減が課題となっていることから、環境保全

型農業に係る取組みを拡大するなど、環境にやさしい持

続可能な農業を推進します。 

安平町の特色でもある有機農業の推進に向けて、農業

団体が行う有機農業の生産から消費までの一貫した取組

みを推進し、有機農業の産地づくりを進めます。 

 

主な取組み・事業 

 有機農業産地づくり推進事業 

 新規就農対策事業 

 森の輪プロジェクト事業 

基本施策２ 企業誘致 

後期基本計画における新たな動き 

人材不足が続く町内立地企業の支援として求人情報の

発信による人材確保対策を展開していきます。 

地方移転が可能な IT事業者をはじめとした情報通信技

術を活かした分野や業種などのサテライトオフィス誘致

に取り組みます。 

主な取組み・事業 

 ＵＩＪターン新規就業支援事業及び求人情報発信支

援策 

 サテライトオフィス誘致事業 

 企業の滞留を促すためのコワーキングスペースやシ

ェアオフィスの整備 

基本施策３ 産業振興・雇用就労 

後期基本計画における新たな動き 

ふるさと納税制度における返礼品活用や来訪客の多い

道の駅での販売に対応するため、地域特産品の開発に向

けた支援を継続していくとともに、開発した商品の認知

度向上・ブランド化を目指し、様々なイベント等へ出展

するなど対外的なＰＲや宣伝などを展開していきます。 

特産品の開発においては、開発段階でのサポート体制

が不足しているという課題があることから、消費者ニー

ズにこたえる商品開発や販路開拓を行うため、商流に関

する知識や経験を持つ専門家のサポートを取り入れなが

ら、進めていきます。 

地域おこし協力隊制度を活用した町外の起業創業希望

者とのマッチングによる「起業創業と移住」を連動させ

た取り組みについて、地域活力の向上につながるようプ

ログラムの展開を図っていきます。 

 

主な取組み・事業 

 外国人材との共生に向けた取組み検討 

 商品開発支援事業、あびらブランド構築事業 

 創業等支援事業計画に基づく起業・創業支援の展開 

基本施策５ 商業 

後期基本計画における新たな動き 

安平町商工会が運用を開始した商店街ポイントシステムについては、加盟店と加入者の双方を増やす取組みを進め、地

域商業の活性化につなげていきます。 

また、コロナ禍で落ち込んだ消費活動の回復や物価高騰等による景気動向を見定めたプレミアム付き商品券事業等の経

済対策や、商店街ポイントシステムとの連携共有による利便性向上に向け、安平町商工会と協議検討していきます。 

加速するデジタル化などを踏まえて、コワーキングスペース等の環境整備について検討を行っていきます。 

主な取組み・事業 

 商工会等による商店街ポイントシステムの加盟店・加入者を増やす取組み、利用促進 

 プレミアム付き商品券事業、商店街ポイントシステムの連携共有による利便性向上 

 事業継承の意向調査や民間活用によるマッチングプログラム 

基本施策４ 観光 

後期基本計画における新たな動き 

道の駅については、引き続き、多くの来訪者と滞在時

間の向上を目指し、プロモーションや情報発信、イベン

トなどを展開するとともに、地域資源を活かし整備して

きた追分ゲートウェイプロジェクトや物産館展示ギャラ

リーなども活用し、年間を通じて道の駅来訪者を町内へ

回遊させるための仕掛けづくりを検討しながら、地域経

済への波及効果や町全体の活性化につなげていきます。 

地域資源を活用した広域的な連携による魅力発信と知

名度向上による取組みを行うとともに、民間団体等の協

力支援によるイベント企画の開催、さらには観光事業の

中心を担う（一社）あびら観光協会や関係機関と連携し

た観光商品の開発など、官民連携や広域連携による新た

な取組みを積極的に進めていきます。 

新たな合宿施設については、復興関連事業に位置付け

ている早来町民センターの大規模改修による災害時の避

難所・支援活動機能と運動場・合宿施設機能を兼ね備え

た複合施設として、整備を行っていきます。 

主な取組み・事業 

 道の駅を拠点としたプロモーションや情報発信、イ

ベントの展開 

 早来町民センターの大規模改修に合わせた合宿施設

機能の整備 
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第２次安平町総合計画 後期基本計画における主な取組み・事業 
 

政策分野Ⅳ 健康・福祉 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

  

基本施策１ 保健 

後期基本計画における新たな動き 

健康寿命の延伸と高齢者の生活習慣病重症化予防に向

けて、健診・医療・介護未利用者の個別支援等の保健事

業の取組みと、地域老人クラブ・介護予防教室・健康相

談等の介護予防の取組みについて、一体的に実施及び展

開を図っていきます。 

新型コロナウイルス感染症対策については、ワクチン

接種の円滑な実施や医療機関等の事業者への支援をはじ

め、これまでに様々な感染対策を実施しているところで

あり、今後も国や北海道、関係機関等と連携を密にしな

がら、必要な対策を講じていきます。 

また、町内医療機関において、ＰＣＲ検査や抗原検査

を幅広く受け入れる体制をとっているほか、追分・早来

両地区の発熱外来等受診体制の継続に向け町内医療機関

と連携を図っていきます。 

主な取組み・事業 

 健康寿命延伸事業 

 ゲートキーパー養成講座 

 各種健康診査の受診率向上に向けた取組み 

基本施策２ 医療 

後期基本計画における新たな動き 

公的医療機関を持たない当町にとって民間医療機関の

維持存続は、非常に重要であることから、良好な医療提

供体制を確保するための各医療機関への支援をはじめ、

かかりつけ医や専門医、看護師等の不足などを解消する

支援を行っていくとともに、町内医療機関と連携しなが

ら、地域医療の維持確保に取り組んでいきます。 

町内医療体制の見直しにより、入院病床や休日夜間の

医療提供体制が確保できていない状況にありますが、安

心して暮らすことができるよう、入院病床や休日夜間医

療提供体制の確保について、引き続き、関係医療機関等

と協議検討を行っていきます。 

 

主な取組み・事業 

 地域医療提供体制維持費等補助事業 

 休日・夜間医療体制確保事業 

 東胆振定住自立圏の連携事業による広域医療体制の

確保 

基本施策３ 地域福祉 

後期基本計画における新たな動き 

町民同士が互いに助け、支え合いながら地域社会にお

ける福祉サービスを充実させていくため、引き続き生き

がいポイントを通じたボランティアのやりがいや生きが

いを増幅させながら、相互扶助体制の構築に向け取り組

んでいきます。 

 

主な取組み・事業 

 地域内消費と連動させた生きがいポイント事業 

 地域見守りネットワークの推進 

 町内活動団体における福祉と農業の連携事業や放課

後等児童デイサービス事業の側面的支援 

基本施策５ 高齢者福祉 

後期基本計画における新たな動き 

健康寿命の延伸と高齢者の生活習慣病重症化予防に向

けて、健診・医療・介護未利用者の個別支援等の保健事

業の取組みと、地域老人クラブ・介護予防教室・健康相

談等の介護予防の取組みについて、一体的に実施及び展

開を図っていきます。 

不足する介護人材の確保に向けた介護人材バンクの取

組みを進めるほか、民間事業者が行う外国人介護職の受

入れに対する支援を行っていきます。 

 

主な取組み・事業 

 高齢者の保健事業と介護予防の一体的推進事業 

 介護職の人材育成・確保・U ターン施策を連動させ

た奨学金制度の周知 

 介護の仕事応援事業（介護人材バンク登録事業） 

基本施策４ しょうがい者福祉 

後期基本計画における新たな動き 

これまでに老朽化する障害者支援施設の建替え支援を

行ってきましたが、今後については、しょうがい者が地

域で生活するグループホーム建設に係る支援をはじめ、

民間活動団体が行う農福連携の取組や放課後等児童デイ

サービスの取組みに対する側面的な支援をしながら、引

き続き切れ目の無い一貫した支援の提供体制の充実を図

っていきます。 

 

主な取組み・事業 

 しょうがい者自立支援事業 

 しょうがい者が地域で生活するグループホーム建設

に係る支援 

 東胆振定住自立圏の連携事業による「しょうがい者

等の地域生活支援拠点事業」の推進 

基本施策６ 社会保障 

後期基本計画における新たな動き 

国民健康保険制度の安定的な運営に向け、北海道を中

心とした市町村との一体的な運営により、引き続き北海

道において策定した国民健康保険運営方針の定期的な見

直しを行いながら適切に対応していきます。 

 

主な取組み・事業 

 介護保険事業 

 国民健康保険事業 

 後期高齢者医療事業 

 広報等を通じた国民年金制度の周知 
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第２次安平町総合計画 後期基本計画における主な取組み・事業 
 

政策分野Ⅴ 生活環境・生活基盤 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

  

基本施策１ 環境・景観保全 

後期基本計画における新たな動き 

行政及び事業者、町民の役割の啓蒙普及と実践を行う

ための行動指針となる「安平町環境行動計画」の策定を

進めるとともに、環境フォーラム等を実施し、計画の実

効性を高めるよう努めていきます。 

斎場については、斎場施設の統合を視野に入れた整備

方針の確立とこれに応じた使用料の適正化の検討を進め

ていきます。 

 

主な取組み・事業 

 地球温暖化対策実行計画及び再生可能エネルギー導

入目標の策定 

 墓地環境整備事業 

基本施策２ 循環型社会 

後期基本計画における新たな動き 

高齢化を背景に、ごみステーションに排出できない家

庭の数や料金設定等に関する調査を行い、家庭ごみ戸別

収集の検討を進めます。 

震災の経験を踏まえ、災害発生時の廃棄物処理の効率

化に向け、災害廃棄物処理計画の策定を検討します。 

主な取組み・事業 

 有料ごみ袋子育て世帯負担軽減措置事業 

 家庭ごみ個別収集事業 

 エネルギーの地産地消など次世代のエネルギー活用

の在り方の調査・研究 

基本施策３ 土地利用 

後期基本計画における新たな動き 

「あびらグリーンツーリズム推進計画」に代表され

る、定住化や地域活性化など地域振興に対応する制度で

ある地区計画等の積極的な運用を図り、規制機能だけに

留まらない誘導機能を活用した取組みを進めていきま

す。 

主な取組み・事業 

  

基本施策５ 住環境整備 

後期基本計画における新たな動き 

子育て世代や首都圏からの移住希望者などの多様な住

居ニーズを踏まえ、空き家活用と新規建設支援の両面か

ら住宅・住まいの確保に向けた取り組みを進めます。 

老朽化や震災の影響により修復が困難な公営住宅等が

存在しているため、計画的な解体を進めるとともに、そ

の跡地を宅地造成のほか、子育て世帯向け集合住宅や高

齢者集合住宅等への有効活用を検討していきます。 

主な取組み・事業 

 空家等対策支援制度の充実と効果的運用 

 民間賃貸共同住宅建設等支援事業 

基本施策４ 生活インフラ 

後期基本計画における新たな動き 

情報通信技術の便益を享受できる地域社会の実現を目

指し、「安平町自治体ＤＸ推進計画」に基づき、マイナン

バー（個人番号）制度の活用促進や行政手続きのオンラ

イン化をはじめとした住民生活の利便性向上や情報格差

の解消に向けた取組みを進めていきます。 

また併せて、役場や学校におけるデジタル技術を活用

した働き方改革を推進していきます。 

主な取組み・事業 

 ときわキャンプ場拡張整備事業 

  

 町道整備事業（遠浅酪農 2 号線改良舗装事業など） 

基本施策６ 移住・定住対策 

後期基本計画における新たな動き 

先輩移住者による経験談やアドバイスを前面に出した

情報発信をはじめ、ワンストップ移住相談対応、移住体

験ツアーやおためし暮らし事業による現地体験、さらに

は移住者同士の交流など、移住検討者の不安を解消し、

移住・定住促進策に取り組みます。 

主な取組み・事業 

 起業創業と移住を連動させた起業家育成プログラム

による起業創業者の誘致・育成 

 定住促進事業 

基本施策７ 地域公共交通 

後期基本計画における新たな動き 

「ＭＯＮＥＴバス予約」（スマホ予約アプリ）の機能を

最大限に広げることによる新たなデマンド交通の仕組み

の検討やハイヤー事業における新制度「相乗りタクシー

（乗車距離に応じて運賃を按分）」の導入検討など、早来

地区のハイヤー空白状態の解消に向けた取組みを進めま

す。 

主な取組み・事業 

 地域公共交通対策事業 

 デマンドバス運行事業 

基本施策８ 消防防災・交通安全・消費生活 

後期基本計画における新たな動き 

消防・救急体制の向上と効率化を図るため、老朽化し

た胆振東部消防組合消防署本部の建替及び東胆振１市４

町による消防指令業務の共同運用に向けて、関係市町と

連携して事業の推進を図ります。 

主な取組み・事業 

 ［復］防災倉庫整備事業 

 老朽化した胆振東部消防組合消防署本部の建替及び

東胆振１市４町による消防指令業務の共同運用 
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第２次安平町総合計画 後期基本計画における主な取組み・事業 
 

政策分野Ⅵ 行財政運営 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

基本施策１ 情報発信 

後期基本計画における新たな動き 

近年急速に普及しているスマートフォンの利活用に向けて、各種ＳＮＳを活用した情報発信や民間企業と連携したスマ

ートフォン教室等の開催により、多様な媒体を活用した情報発信を進めていきます。 

東京あびら会やふるさと納税をはじめ、北海道移住ドラフト会議への参加などを通じて、今後も交流人口や関係人口、

定住人口の拡大を目指し、観光・移住・起業・創業など横断的に町の魅力を発信していきます。 

 

主な取組み・事業 

 広報、ホームページ、あびらチャンネル、SNS（フェイスブック、インスタグラム、LINE＠）など多様な媒体を活

用した情報の提供と共有 

 スマートフォン教室の開催 

 シティプロモーション戦略推進事業 

基本施策２ 住民サービス 

後期基本計画における新たな動き 

少子高齢化や地方分権の進展、国の法改正・制度改正、新型コロナウイルス感染症の感染拡大など、町政を取り巻く環

境が変化する中で、デジタル化や働き方改革を通じた事務の簡素化・効率化や職員の業務改善スキルの向上などにより、

ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組みを推進していきます。 

地方分権社会及び地方創生をはじめ、デジタル田園都市国家構想によるデジタル化に向けた取組みが求められる中、町

民ニーズの多様化や社会情勢により変化する行政課題に対応できる横断的な組織体制の構築やデジタル化による行政手続

きの簡素化や業務の効率化を図ります。 

国の地域活性化起業人制度を活用した民間企業等の社員やデジタル人材の確保・育成により、様々なノウハウや知見を

取り入れることで、地域の活性化や地域課題の解決を図りながら住民サービスの向上を目指します。 

 

主な取組み・事業 

 安平町自治体 DX推進計画に基づくデジタル化の取組み 

 各種委員会・審議会等の会議資料及び会議録等の常設公開の取組み 

 戦略的な職員採用 

基本施策３ 行財政運営 

後期基本計画における新たな動き 

民間事業者等との役割分担の下、質の高い住民サービスの提供や費用対効果などを総合的に考慮したうえで、民間に委

ねることが妥当なものについては、多種・多様な業務を包括的に委託する包括的民間委託の導入検討や指定管理者制度の

推進などにより民間活力の活用を図るなど、サービス提供主体の見直しを進めます。 

デジタル技術の積極的利活用により、利用者目線に立った町民の利便性向上と事務の効率化を図るため、令和４年度に

策定した「安平町自治体ＤＸ推進計画」に基づき計画的な取組みを進めます。 

 

主な取組み・事業 

 行政手続きのオンライン化に向けたマイナンバーカード普及促進 

 安平町行政改革プラン 2022 の推進 

 安平町財政推計の策定、後期財政計画の見直し 

 キャッシュレス決済など、公金の多様な収入方法の導入検討 

 民間活力の活用（指定管理者制度、包括的民間委託、外部委託など） 


